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　　　 は当院へ2001年７月１日血液内科医と

　　　して赴任し、今日まで勤務してきました。

２2年半の長い期間勤務させていただきまし

たが、この度３月末をもって定年退職を迎える

ことになりました。北陸新幹線の敦賀延伸が

１年延びたため、私の退職とちょうど同じ時

期となりました。私の勤務期間に、当院の病

院名も国立療養所敦賀病院から国立福井病

院、独立行政法人国立病院機構福井病院、

国立病院機構敦賀医療センターと幾度も変

わりました。

　また在任中の院長先生も何人も代わられ

たので改めて振り返ってみると、赴任時の院

長は吉光外宏先生で、外科専門の温和な先生

で、私を敦賀へお招き下さいました。次は千葉

幸夫先生で胸部外科が専門でしたが、麻酔科

もこなされ、内科診療もお手伝い下さいました。

その後、半田裕二先生が院長に就任されまし

た。半田先生は、脳外科が専門で３テスラの

高性能MRIを周辺地域でいち早く導入されま

した。そして現在の飯田敦先生へとバトンが

渡されました。以上の諸先生方を一人一人思い

出していると、それだけ長い年月が経ったこと

を改めて思い知らされました。

　私の医師人生の３分の2が当院での在任期

間であり、たくさんの血液疾患の患者様を担

当させていただきました。思い出に残る患者

さんの顔が、今でもなつかしく思い出されま

す。この中には懸命の治療にも関わらず思い

通じず大病の前に命尽きた患者様もおられま

したが、私と共に難病を乗り越え、現在も元

気に外来通院されている患者さんも多数おら

れます。担当させていただいた患者様から、

私は色々な事を教えられ、一緒に成長してき

たと思っておりますので、この場を借りて改め

て感謝申し上げたいと思います。また当院で

お世話になった各科の諸先生方、私を支えて

下さった看護師、薬剤師、技師等当院におけ

る医療スタッフの皆さんにも厚くお礼を申し

上げます。

　最後になりましたが、当院へ通院中のすべ

ての患者様方へ、これからも引き続き敦賀医

療センターを応援下さいますようお願い申し

上げます。
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火曜日（午後）重心外来　水曜日（午後）予防接種・乳児健診・重心外来
【予約制】前週の金曜日までに電話にてご確認下さい

【完全予約制】

緩和ケア外来【完全予約制】　金曜日10：30〜12：00　

木曜日(午後)　受付時間15:00～17：00まで　　

受付時間10：00〜11：30（金曜日のみ）診療時間10：30〜12：30（金曜日のみ）

受付時間　火曜日8：40〜12：00　木曜日8：40～10：30 
診療時間　火曜日9：30〜13：30　木曜日8：40～11：30　　

受付時間　9：00〜13：00　診療時間　9：30〜13：30

火曜日（午後）：手術日　※特殊検査【予約制】

補聴器外来：金曜日【予約制】

第2・第４週　受付時間12：30〜14：30　診療時間13：00〜15：00

診療時間9：00〜11：30（隔週）

火曜日（午後）受付時間15：00まで　診療時間13：00〜15：30

金曜日11：00〜12：00

第２・第４週　【完全予約制】13：30～15：00

初診は紹介制（要予約）のため紹介状が必要となります。

初診は紹介制（要予約）となります。

初診は紹介制（要予約）となります。

初診は紹介制（要予約）となります。

初診は紹介制（要予約）となります。

第３金曜日　
第１・２木曜：山内　第３・５木曜：周藤　第４木曜：位田　
初診は紹介制（要予約）となります。

月・金曜日（午後）一般受付13：30〜15：30　診療時間13：30〜15：30
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〒914-0195　福井県敦賀市桜ケ丘町33番1号
TEL:0770-25-1600　FAX:0770-25-7409

敦賀医療センター独立行政法人国立病院機構

〈地域医療連携室〉直通 FAX.0770-25-0354

病院ホームページ
https://tsuruga.hosp.go.jp/

外来診療連携のご案内
　開業医からのご紹介患者さんについて、初診の患者さんも待ち時間なくスムーズに診察できますよう地域医療連携室を通じて簡便
に、初診予約をお取りいただけます。診療予約申込書をご利用いただくか（ホームページよりダウンロードできます※）、診療情報提供
書にてお申込みください。
　また、当院は多種にわたる検査機器を配備しており、これらの機器を地域の開業医のみなさまに共同利用していただけるよう、地域
医療連携室を通じて予約をお取りしています。結果に関しては、迅速に報告書をお届けできるように心がけております。

ホームページトップ 医療関係者の方 医院・クリニックの先生方 『診療情報提供書（診療予約申込書）』をクリック※

外 来 診 療 担 当 表

● 診療受付時間　午前8時30分から午前11時30分まで（予約制及び休診にご注意下さい。）● 受診の時は、必ず保険証・医療証等をご持参下さい。

地域医療連携室に
予約申込書をFAX

検査（CT、MRI、超音波検査、
内視鏡など）・読影等

予約票を
返信

検査結果
の返信

必要な治療を
開始受診

受診の流れ 開業医 当院

令和６年４月１日～

敦賀医療センター

　春の足音が日に日に近づいて来るのを肌で感じ、心が何だかワク
ワクする季節となりました。

　別れと出会いが交錯するこの時期に、昨年の秋号に引き続き春号を発行することが
出来ました。広報誌発行にご協力いただいた皆様方に心から感謝申し上げます。
　いよいよ新年度が始まりますが、新しい取り組みや情報も発信してまいりますので、
取り上げて欲しい記事等があれば、広報誌班に情報提供願います。
　最後に、この春に当センターから旅立たれる皆様におかれましては、
病院運営に大変ご尽力いただき誠にありがとうございました。
　次の新たなステージでのご活躍を祈念しております。
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